
「がん遺伝子パネル検査の実際」 
～始まったPrecision Medicine がんゲノム医療～ 

 
 
【座長】  大阪市立大学大学院医学研究科  
       癌分子病態制御学 准教授 八代 正和 先生 
                   
【演者】大阪市立大学医学部附属病院  
               癌分子病態制御学 医員 西村 貞徳 先生 
 

 日時：2020年3月26日(木) 19：00～20：00 
 場所：大阪市立大学医学部附属病院 5F 講堂 
 対象：すべての医療従事者 

共催 
大阪市立大学大学院医学研究科 7大学連携個別化がん医療実践者養成プラン事業推進委員会 
文部科学省採択事業 7大学連携個別化がん医療者実践者養成プラン TF2 教育イノベーション 

大阪市立大学難治癌TRｾﾝﾀｰ 

謹啓  時下、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 
この度、下記の要綱でがんプロフェッショナル養成セミナーを開催させていただく運びとなり
ました。今回のテーマは「がん遺伝子パネル検査の実際～始まったPrecision 
Medicine がんゲノム医療～ 」 です。令和元年、がん遺伝子パネル検査（NCCオンコ
パネルおよびFoundationOne）が保険収載され、ゲノム情報に基づいて癌治療薬を
探索するゲノム医療が開始されました。「がん遺伝子パネル検査」は大阪市大病院にご
紹介いただくことで一般病院からも申し込みが可能です。このがん遺伝子パネル検査に
ついて、適応・申し込み方法や、大阪市大病院の取り組み、今後の課題についてご説
明討論致します。 
 

ご多忙中のところ大変恐縮ではございますが、万障お繰り合わせのうえ、御出席賜ります
よう何卒宜しくお願い申し上げます。  

謹白 
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